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論文内容の要旨

本論文は、ニチニチ草 (Catharanthus roseus) カルスと糸状菌 Trichoderma harzianum の二者混合培養によっ

てはじめて生産される新規生理活性化合物化学的性状を各種機器分析により詳細に調べた一連の化学的な研究の成

果をまとめたものであり、第一章緒論、本論(第二~第四章)、および第五章総括と展望から構成されている。

第一章緒論では、本研究の背景をなす微生物と植物の相互作用および、相互作用によって新たに生産される代謝産

物に関する基礎的な知見および研究状況を総説し、本研究の目的とその内容の概略を記述している。

第二章では、様々な微生物と植物カルスの混合培養の組み合わせの中から、ニチニチ草(白tharanthus roseus) 

カルスと糸状菌 Trichoderma harzianum の二者混合培養において新規抗生物質が生産されることを見出し、このも

のについて詳細に各種機器分析を行い、新規テトラミック酸系抗生物質であることを見出している。また、この化学

物質についてTrichosetin と命名している。

第三章では、Trichosetin の生合成について、各種生合成前駆体の安定同位体の取り込み実験を行い本化合物が、ポ

リケチド経路によりその骨格を形成していること、さらに、本化合物が 2 つのユニットから構成されていることを提

案している。

第四章では、Trichosetin の植物毒性に関して詳細に検討し、本化合物がイネ幼苗の芽や根の伸長を阻害すること、

また、濃度依存的に植物組織から電解質の漏出を誘導すること、さらに、脂質の過酸化を促進することを見出し、こ

のことが、Trichosetin により損傷を受けたミトコンドリアからの活性酸素の漏洩による可能性を各種蛍光色素を用い

た組織学的観察により示唆している。

第五章の総括と展望では、本研究で得られた結果を各章ごとにまとめて述べ、また、その知見をもとにして、今後

の課題と展望について記述している。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、植物と微生物の相互作用によってこれまで得ることのできなかった代謝産物を得、このものについて化

学的あるいは植物生理学的知見を得ることを目的として、植物カルスと微生物の二者混合培養を行い、ニチニチ草カ

ルスと糸状菌の組み合わせにおいて、新規生理活性物質Trichosetin が生産されること詳細に調べた研究の成果をま

とめたものであり、主な成果は以下のとおりである。

(1)植物カルスと微生物の二者混合培養系を確立し、様々な組み合わせの培養物よりニチニチ草 (Ca tharanth us 

roseus) カルスと糸状菌 Trichoderma hal"zianum の二者混合培養によってはじめて生産される新規抗生物質

Trichosetin を得ている。

(2)新規抗生物質トリコセチンについて、詳細な機器分析を行い、その化学構造を明らかにしている。

(3)Trichosetin の抗菌活性スペクトルに関して様々な被検菌を用いて明らかにしている。

(4)Trichosetin の生合成経路に関して安定同位体の取り込み実験を行い、Trichosetin が二つの生合成ユニットからな

ること、これらがそれぞれ、ポリケチド経路および、アミノ酸(セリン)の縮合によって独立して生合成されること

を明らかにしている。

(5)Trichosetin の植物に対する生理作用について知見を得るため、電解質漏出、脂質の過酸化を調査し、Trichosetin

がミトコンドリア膜の崩壊を通して植物に作用を及ぼしていることを初めて明らかにしている。

以上のように、本論文は植物一微生物相互作用による新規生理活'性代謝産物の生産の可能性を提案すると共に、高

度な分析手法により有効成分Trichosetin の化学的、生理学的性状を明らかにし、植物一微生物相互作用に関する重

要な知見を与えている。これらの成果は今後の生理活性物質探索および、生産研究の発展に貢献するところが大きい。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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